
　
明
治
期
以
来
の
イ
タ
リ
ア
文
学
の
翻
訳
の
歴
史
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
や
英
語
に
訳
さ
れ
た
文

献
か
ら
の
重
訳
が
多
か
っ
た
。
戦
後
に
な
っ
て
よ
う
や
く
、
一
九
三
〇
年
代
生
ま
れ
の
研
究
者

に
よ
る
、
イ
タ
リ
ア
語
か
ら
の
直
接
の
翻
訳
が
始
ま
っ
た
。
そ
れ
も
い
わ
ゆ
る
世
界
的
な
名
著

の
翻
訳
が
優
先
さ
れ
た
。
ダ
ン
テ
の
『
神
曲
』、
ボ
ッ
カ
ッ
チ
ョ
の
『
デ
カ
メ
ロ
ン
』、
マ
キ
ャ
ヴ

ェ
ッ
リ
の
『
君
主
論
』
と
い
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
今
も
っ
て
ル
ネ
サ
ン
ス
が
近
代
の
始
ま
り
と

い
う
説
が
高
等
学
校
の
世
界
史
の
授
業
で
教
示
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
中
心
た
る
人
物

で
あ
る
ダ
ン
テ
は
、「
中
世
の
幕
を
閉
じ
た
巨
星
」
と
し
て
、
目
下
、
学
問
的
に
は
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、『
デ
カ
メ
ロ
ン
』『
君
主
論
』
だ
け
が
代
表
作
で
は
な
い
。

ル
ネ
サ
ン
ス
文
化
を
象
徴
す
る
著
作
は
他
に
も
あ
っ
て
、
そ
れ
は
未
訳
の
ま
ま
で
あ
る
。

　
こ
の
「
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
を
彩
っ
た
六
種
類
の
分
野
（
政
治
・
詩

作
・
哲
学
・
演
劇
・
自
然
科
学
・
魔
術
）
を
代
表
す
る
著
作
の
、
み
な
本
邦
初
訳
の
作
品

で
な
り
た
っ
て
い
る
。
お
お
か
た
の
読
者
諸
賢
に
は
知
ら
な
い
名
前
の
著
者
が
い
る
だ
ろ

う
。
こ
こ
で
取
り
挙
げ
る
執
筆
者
た
ち
の
作
品
は
、
執
筆
領
域
は
違
え
ど
、
「
イ
タ
リ
ア
ル

ネ
サ
ン
ス
文
学
・
哲
学
」
の
中
核
を
な
す
著
書
ば
か
り
で
あ
る
。

　
ル
ネ
サ
ン
ス
は
都
市
を
核
と
し
た
文
化
で
、
都
市
国
家
論
も
多
く
遺
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

な
か
で
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ボ
テ
ロ
の
『
都
市
盛
衰
原
因
論
』
は
小
品
だ
が
出
色
の
著
作
で
あ

る
。
十
六
世
紀
の
後
半
、
反
（
対
抗
）
宗
教
改
革
の
時
代
を
生
き
た
詩
人
ト
ル
ク
ァ
ー
ト
・

タ
ッ
ソ
は
『
エ
ル
サ
レ
ム
解
放
』
で
著
名
だ
が
、
本
「
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
で
は
そ
の
詩
学
の

根
幹
で
あ
る
『
詩
作
論
』
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
ガ
リ
レ
オ
・
ガ
リ
レ
イ
や
ボ
テ
ロ
の
影
響

を
受
け
た
南
イ
タ
リ
ア
出
身
の
自
然
哲
学
者
（
魔
術
師
）
に
ト
ン
マ
ー
ゾ
・
カ
ン
パ
ネ
ッ
ラ

が
い
る
が
、
か
れ
は
本
質
的
に
〈
詩
人
〉
で
あ
り
、
そ
の
集
大
成
と
も
い
え
る
『
哲
学
詩

集
』
を
扱
っ
て
い
る
。

　
ま
た
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
活
躍
し
た
当
代
随
一
の
諷
刺
作
家

ピ
エ
ト
ロ
・
ア
レ
テ
ィ
ー
ノ
で
あ
る
。
彼
は
宮
廷
生
活
や
有
力
者
を
徹
底
し
て
あ
ざ
け
り
、

恐
れ
ら
れ
た
。
次
の
ガ
リ
レ
イ
は
数
学
的
自
然
観
の
樹
立
に
貢
献
し
た
が
、
本
「
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」
で
は
そ
の
肉
声
と
も
思
わ
れ
る
『
書
簡
集
』
を
訳
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
マ
ル

シ
リ
オ
・
フ
ィ
チ
ー
ノ
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
プ
ラ
ト
ン
の
著
作
集
を
ギ
リ
シ
ア
語
か
ら

ラ
テ
ン
語
に
翻
訳
し
て
思
想
界
に
新
風
を
吹
き
込
ん
だ
人
士
で
あ
り
、
今
回
は
そ
の
晩
年
の

著
作
『
人
間
の
生
に
つ
い
て
』
を
翻
訳
し
た
。

　
本
「
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
刊
行
は
、
「
イ
タ
リ
ア
ル
ネ
サ
ン
ス
文
学
・
哲
学
」
の
研
究
に

大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。
貴
重
な
文
献
を
日
本
語
で
読
め
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、

ル
ネ
サ
ン
ス
の
、
い
わ
ゆ
る
「
人
間
と
自
然
の
発
見
」
、
「
人
文
主
義
の
思
想
」
に
触
れ
得

る
機
会
に
よ
り
多
く
の
人
が
恵
ま
れ
る
だ
ろ
う
と
確
信
す
る
。


